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国語

ひらがなを丁寧に書くための声掛けや、全クラスで統
一した分かりやすい板書によるノート指導は、児童の
文字の丁寧さや理解度向上に有効だった。また、鉛筆
の持ち方についても、適宜声掛けを続けることで、正
しく持とうと意識する児童が増えるという成果が見ら
れた。

新出漢字の定着や、文章を書く際に既習漢字を正しく
使うことに課題がある。また、体験をもとに「はじ
め・なか・おわり」の構成を考えて文章を書くこと
や、決まった文型で発言することの定着も求められて
いる。音読や登場人物の心情理解は、動作化などを通
して意欲的に取り組めている。

国語の時間以外でも既習漢字を使うよう指導を徹底す
る。話し合いでは「話す・聞く」のルールを指導し、
発表の型を定着させる。作文では「はじめ・なか・お
わり」の構成を示し、理由を付け加えて詳しく書ける
よう繰り返し指導し、その後の学習への活用を促して
いく。

算数

ブロック等の具体物活用は、多くの児童が答えを導き
出すうえで有効だったが、立式との関連付けには更な
る指導が必要だと分かった。ペアでの学び合いや学習
用タブレット端末のドリル活用は、児童の理解を深
め、学習意欲を高めるうえで効果的であった。

計算チャレンジの効果で計算力は向上したが、一部の
児童に意欲の停滞が見られる。ブロック操作で答えは
導けるものの、それを立式に結び付けることに課題が
ある。一方で、図や式を用いて自分の考えを表現でき
る児童は増えている。

対話的な活動を通して、解決方法を比較・検討し、よ
り良い方法を見付ける力を育む。計算チャレンジやド
リル学習を継続して反復学習を徹底する。また、授業
の終わりに学習の振り返りを行い、学んだことを整理
する時間を設けることで知識の定着を図る。

社会

理科

音楽

クラス全体や個人でリズム打ちを行ったり、音楽に合
わせて体を動かしたりする活動を繰り返し行ったこと
は、児童が楽しみながらリズム感を養ううえで非常に
有効であった。これらの体験的な活動は、音楽への興
味・関心を高める結果につながった。

拍に合わせてリズムを打つことはできるが、鑑賞にお
いて音の強弱や速さを感じ取り、曲の良さを味わうこ
とに課題がある。歌を歌うことは好きだが、正しい姿
勢や発声については継続的な指導が必要である。自分
たちで考えたリズムを取り入れる活動は定着させた
い。

リズムリレーなどを通してリズムに乗る楽しさを感じ
させ、様々な楽器に触れる機会を設ける。歌唱では、
互いの良さを伝え合う場をつくり、工夫して歌う態度
を育てる。鑑賞では、曲の盛り上がりや強弱が与える
影響に気付かせる言葉掛けを意識する。

家庭科

図画工作

作業の手順を一つずつ丁寧に説明し、作業させること
を繰り返した結果、児童一人ひとりが生き生きとした
作品を完成させることができた。また、作品を見合っ
て良さを伝え合う活動を多く取り入れたことで、児童
同士のコミュニケーション能力を高める効果もあっ
た。

多くの児童は意欲的に取り組むが、自分でイメージを
膨らませることや、はさみやのりなどの道具の扱いに
課題が見られる。特にカッターナイフや版画の扱いで
は、安全面で十分な注意が必要となる。

板書で分かりやすく手順を示し、児童が自分で学習を
進められるように工夫する。ICTを活用して友達の作
品を見る時間を設け、イメージを広げる手助けをす
る。道具の使い方は繰り返し指導して定着させ、鑑賞
の視点も具体例を示して書けるように支援する。

生活

観察カードへの記録や友達との交流は、児童の気付き
の質を高めるうえで有効であった。また、「見付け
る、比べる、たとえる」といった、分析的・創造的に
考える視点を与える学習活動は、観察力や表現力を育
むうえで効果的だった。

五感を使った野菜の観察はできるが、成長による変化
などを具体的に文字や絵で表現することに課題があ
る。地域めぐりを通して、自分たちの住む町への関心
は高まっている。身近な人々との関わりを通して、自
己肯定感を高めていく必要がある。

児童一人ひとりの願いや課題に合わせた体験活動の場
を多く設定し、主体的に学べるようにする。1年生や
地域の人々と関わる体験を積み重ねることで、他者と
協力して学ぶおもしろさを味わわせ、自己肯定感を高
めていく。

体育

児童が場や用具を自分で選べるようにしたことで、安
心感が増し、意欲的に運動に取り組むことができた。
運動の良い動きの動画を事前に見せることはイメージ
作りに有効だったが、授業中に必要性を感じたタイミ
ングで見せると、さらに効果的であった。

遊びとしての経験の差から、児童間の技能差が大きい
ことが課題である。学習カードの活用により、様々な
技に自分たちで挑戦する姿は見られる。また、児童同
士が良い動きを認め合う雰囲気もできつつある。

説明や準備の時間を短縮して運動量を確保する。学習
用タブレット端末を活用し、自分や友達の動きを撮
影・確認することで、動きの改善や課題設定に役立て
る。また、安全に配慮しつつ、良い動きを全体で共有
できる時間を確保する。

外国語

道徳

登場人物の心情を考えた後に、自分自身の生活に置き
換えて考えさせる活動は、道徳的な課題を身近に感じ
るうえで有効だった。また、自分の考えを表現できな
い児童には、他の児童の意見を参考にさせるという助
言が、考えをもつきっかけとして効果的であった。

資料から登場人物の気持ちを想像することはできる
が、自分の意見を言うだけで終わりがちである。友達
の意見を聞き、自分の考えと比較して考えを深めると
いう、対話的な学びに課題が見られる。

児童の日常生活での出来事を導入に用いることで、課
題を自分事として捉えさせる。自分の考えをもった
後、友達と意見交流する場面を必ず設け、多様な考え
に触れさせる。児童同士で対話ができるような授業展
開を行っていく。
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